
掲載の「わたしのほやねさん」ストー
リーの他、市内に実在する「まちのほ
やねさん」を募集します。あなたがこ
れまでに出会ったほやねさんを400字
程度の紹介文と一緒にお寄せください。

募 集

■応募方法
住所・氏名またはペンネーム・電話番号を明記し、直接
または郵送、Ｅメールでまちづくり推進課へ。
〒509-5192（住所不要）　  machisui＠city.toki.lg.jp
☎541111(内線186)／ 557763
※応募多数の場合は採用されないことがあります。

「ほやねさん」とは…
つらいときや悩んだとき、そっと寄り添って
「ほやね、ほやね」と話を聞いて、心を支え
てくれる人

今
月
の
お
題

お
さ
な
子
は　

話
し
通
じ
ず　

じ
た
を
踏
み

 

ラ
ン

口
下
手
は　

聞
き
手
に
成
っ
て　

知
恵
を
出
す

 

チ
ロ

口
下
手
を　

見
守
る
嫁
に　

今
感
謝

 

髙
野
ま
き

口
下
手
は　

聞
き
上
手
に
て　

世
わ
た
り
し

 

ジ
ョ
ー
ジ

口
下
手
も　

寡
黙
と
言
え
ば　

長
所
な
り

 

ぽ
こ
ぺ
ん

呟
き
も　

口
下
手
に
な
る　

ツ
イ
ッ
タ
ー

 
月
丘
夢
子

口
下
手
は　

そ
だ
ね
そ
だ
ね
で　

最
後
ま
で

 

浮
草

に
ら
ま
れ
る　

嫁
を
ほ
め
て
も　

お
だ
て
て
も

 

早
乙
女
勇
樹

口
下
手

８月１日号の投稿募集
お題は「 浴衣 」です（１人１句）。
締め切りは７月19日（木）です。

息子は他の子と比べるとどこか違う…。そんな不安を感じての保育園入園。今から15年前のことです。２歳児から年中組ま
での３年間、周りの人たちに励まされ過ごしてきました。言葉の発育が遅い、自分のことがなかなかスムーズにできない、不
安な毎日でした。そんな頃、通園時にいつも笑顔で受け入れてくれたＫ先生は、私が泣き出しそうなとき「大丈夫！大丈夫!!」
「お母ちゃんの涙はあかんよ」と肩をポンポンとたたいてくれました。“息子の歩みをしっかり見詰め、やれることを増やして
いこう！私は一人じゃない”そう思えた３年間でした。
卒園式当日、先生と私と息子の３人で写真を撮りました。

涙があふれました。無言で抱き合
い、先生はまた肩をポンポンと…。
今でも、ふっとそのときの感触が
温かく思い出されます。数年たっ
て、先生とばったり出会ったときも、
「嬉しい！会えて嬉しい!!」と、と
ても喜んでくれてまた涙が出そうに
なりました。「息子も大学生に…」
そんな近況が話せたひとときでした。
Ｋ先生、あなたは私にとってのほや
ねさんです。

 ペンネーム　かたつむりママ（駄知町）

2018.7.1　広報とき　●　18

市市民の皆さんと作るページ

■応募方法
住所・氏名またはペンネームを明記し、直接または郵送、Ｅメー
ルで広報広聴係へ。
〒509-5192（住所不要）　  koho＠city.toki.lg.jp
☎541111（内線185）／ 557763
※応募多数の場合は採用されないことがあります。
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